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猫および狸から得られたＳﾉﾉWzg)/〃〃ｓについて
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Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ＳＺ７ｏ"gyJoiaes，Cat，raccoondog

先に堀江ら（1967,1974,1980）は犬から得られた

S’'－０"gy/ｏｉａｅＳｓＺｅγcoraJ/ｓおよび８．'ん"Zr⑫Ｓについ

て詳細な検討を行った．

今回，山間部で飼育されている家猫と市街地に近い地

域に生棲していたと見られる狸から本属線虫の自然感染

例を得たので，おのおのの虫体について生態学的ならび

に形態学的観察を行ない，種の同定を試みた．

布をしらべた．

ｉｉｉ虫体の観察

上記接種猫の糞便濾紙培養および剖検によって得られ

た虫体について形態の観察を行い，体長，体幅ならびに

頭端から神経環，腸管起始部，生殖原基（Ｆ型仔虫)，

陰門（Ｒ型および寄生期雌虫)，クロアカ（雄虫)，肛門

までの距離と生殖原基長（Ｆ型仔虫)，交接刺長(雄虫)，

尾長を測定した．また，新鮮糞便中に排出された含仔虫

卵の長径と短径を測定した．

これら各期虫体および虫卵の計測値について，その平

均値，標準偏差および体長に対する各部位の百分率の平

均値を算出した．これらの値と先に犬から得られたｓ・

〆α"ic⑫ｓを猫に接種して得た各期虫体の値（堀江ら，

1980）についてｔ検定を用いて有意差を検討し，また，

C伽dM925いによって報告されているα:(鰭)。
β:(艤)『:(鼈)の値に換算して比較した
２．狸（ＭﾉcZeγe"ZesP7oC:yo"o/ａｅｓｕｉｕｅγγ伽s）から

得たＳかＵ"g)ﾉZoiaes（狸系）

ｉ自然感染例

ＳＺｒｏ"gyZoiaesの寄生を認めたのは，大阪府南河内郡

狭山町において捕獲された推定年齢５カ月の雄である．

糞便検査において，鞭虫卵，マンソン裂頭条虫卵およ

び含仔虫卵を検出した．

水演下痢，食欲不振などを繰り返し，捕獲21日後に死

亡した．剖検によって糞線虫の寄生期雌虫11隻を採取し

た．一方，含仔虫卵の検出された時点で糞便の濾紙培養

を行ない，Ｆ型仔虫，Ｒ型雌・雄虫を得た．

ｉｉ犬への接種試験

上記のようにして得たＦ型仔虫１，０００～4,000隻を２カ

月齢～１年齢の犬８頭（体重1.5～７．０kg，旱４，ｓ４）

材料と方法

１．猫から得たＳｚγo"gMoicJes（猫系）

ｉ自然感染例

Ｓｔｒｏ"gyZozesの寄生を認めたのは，奈良県宇陀郡榛

原町の，ある家庭で飼育されていた日本在来種，２年齢

の雌猫である．仔猫のとき自宅のうら山で拾い飼育した

ものであり，既往歴はなく，３度出産の経歴があった．

検便によって含仔虫卵（幼虫包蔵卵）を認めたので糞便

の濾紙培養を行ったところＳ〃o"gyJoicJesと思われるフ

ィラリア型仔虫（Ｆ型仔虫)，ラブヂチス型雌・雄虫（Ｒ

型雌・雄虫）多数を認めた．

ｉｉ接種試験

糞便の濾紙培養によって得られたＦ型仔虫それぞれ

400～3,500隻を12頭の猫（体重1.0～3.2kg，旱８，３４）

に皮下接種した．

接種後糞便中に含仔虫卵の証明されるまでの期間

(prepatentperiod）ならびに虫卵の検出される期間

(patentperiod）をしらべ,また，糞便の培養を行ない，

さらに接種2４（No.５），３５（No.12）日後に各１頭を剖

検し，小腸を９等分して寄生期雌虫を採取し，腸管内分
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の皮下に接種した．接種後は毎日培養および塗抹法によ

ってprepatentperiodを，また，培養法によってｐａ‐

tentperiodをしらべた．接種犬Ｎｏ．２（１，０００隻，１７

日目に剖検）およびNo.５（4,000隻，２７日目）を剖検

して寄生期雌虫の腸管内分布をしらべた．

ｉｉｉ猫への接種試験

犬への接種試験と同様にＦ型仔虫300～３，０００隻を３カ

月齢～３年齢の猫10頭（体重1.0～4.0kg，旱５，８５）

の皮下に接種した．接種後prepatentperiodおよび

patentperiodをしらべ，また，接種猫No.１（400隻，

96日目)，No.４（300隻，４１日目）およびNo.８（3,000

隻，４１日目）を剖検して寄生期雌虫の腸管内分布をしら

べた．

ｉｖ虫体の形態学的観察と計測

狸の糞便の濾紙培養によって得たＦ型仔虫およびＲ型

雌・雄虫，新鮮便中に排出された含仔虫卵および狸の剖

検によって得た寄生期雌虫について形態学的な観察と各

部位の計測を行ない，前述の猫から得た本属線虫の各期

虫体と同様に，犬から得たＳ・Ｐｍ"/c"ｓ(堀江ら,1974）

との比較を行った．

prepatentperiodは８～１１日であった．また，patent

periodは最短が139日（No.２)，最長が334日以上(Ｎｏ．

６）であった．

寄生期雌虫の小腸内分布については，第２表に示すよ

うにNo.５（24日目）では60.9％が上1/3部に，39.1％が

中'/3部に寄生し，下'/3部での寄生はみられなかった．

No.１２（35日目）では95.0％が上1/3部に，５％が中1/3部

に寄生し，下1/3部での寄生はNo.５と同様みられなかっ

た．

第２表猫から得られたＳ力℃"gyZoiaessp、

の供試猫の小腸における雌虫の分布(隻）

番号

年齢

接種数

接種後日数

５
Ｙ
Ｎ
型

２
８

１２

３Ｍ

1,500

３５

部
部
部
部
部
部
部
部
部

上
中
下
上
中
下
上
中
下

，
Ｉ
Ｊ
Ｉ
！
１
－
１
‐
！
ノ
ー
ｊ
ｌ
１

１
１
１

０
０
６
５
８
３
０
０
０

２
２
１
１
１

１
１
１

６
３
７
０
４
０
０
０
０

０
３
２
１

１
１

上’/３部 ６０．９％ ９５．０％

中’/３部 39.196 ５．０９６

成績

１．猫から得たＳ〃o"gyZoi`ｅＳ

猫への接種成績は第１表に示すように，猫の年齢，性

別，体重および接種数に関係なく全例に感染が成立し，

下’/３部 ０ ０

計 2809２

第１表猫から得られたＳ〃o"gyJoi`ｃｓｓｐ・

の猫への接種成績
■

JJiijLLLL
番年’性

ｊ

体
重
唾
く

接種

仔虫数

（隻）

接種後含仔虫卵
検出までの日数

号齢別 培養塗抹

Ｍ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
Ｍ

３
２
２
１
２
１
１
３
４
４
２
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

０
２
１
３
２
７
５
５
３
０
１
０

●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
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３
３
２
３
２
１
１
１
１
３
１
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早
早
早
早
さ
さ
旱
早
さ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
０
８
４
４
５
４
４
０
５

９
９

ブ
タ
フ

３
２

３
２
１

８
１
１
８
９
１
０
８
８
８
０
９

１
１

１
１

１

８

■
ｉ

魁
ｉ
ｉ
ｌ
、

鱗;■
11

８
写真１猫から得られたＳ・ｓｐ、の寄生期雌虫

２．狸から得たＳＺﾉｰo"gyZo/ａｅｓ
Ｃ

犬および猫への接種成績は第３．４表にみられるよう

に，いずれも接種犬・猫の年齢，‘性別，体重および接種

数に関係なく感染は成立した．prepatentperiodは犬

では７～８日，猫では８～10日であり，patentperiod

1０

１０

Ｍ：月齢

Ｙ：年齢

（５６）
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第３表狸から得られたＳＺｒｏ"gyZMJessp・

の犬への接種成績

第４表狸から得られたＳ〃o"gyJoiaessp．

の猫への接種成績

番年‘性

ｊ

体
重
唾
く

接種
仔虫数

（隻）

接種後含仔虫卵
検出までの日数

番年’性

ｊ

体
重
聴
く

接種

仔虫数

（隻）

接種後含仔虫卵
検出までの日数

号齢別 培養塗抹 号齢別 培養塗抹

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

３
３
３
６
１
２
２
２

１
２
３
４
５
６
７
８

早
早
旱
８
３
３
８
旱

５７
０
８
３
０
９
５
９

⑤
■
●
●
●
●
●
●

１
２
１
３
７
１
１
１

１，０００

１，０００

２，０００

３，０００

４，０００

１，０００

１，０００

１，０００

７
７
８
７
７
８
８
７

７
９
８
７
８
９
７
８

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

５４
５
９
０
６
６
０
０
２
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
２
１
１
２
３
４
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
０
０
３
６
０
０
０
４
８

７
ブ

タ
ブ
リ

１
２

３
２
３

Ｍ
Ｙ
Ｙ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｍ
Ｍ

５
２
３
３
４
２
２
２
４
４

早
さ
８
８
早
早
旱
８
８
旱

８
８
９
８
０
０
８
８
８
９

１
１

０
０
９
８

１
１

０
９
９

１

Ｍ：月齢

Ｙ：年齢

は犬では最短が26日（Ｎｏ．７），最長は１年余にわたり

(Ｎｏ．４，８），猫では最短が345日（Ｎｏ．６），最長が３

年７月以上（No.３）であった．

寄生期雌虫の小腸内分布については，第５表のように

No.２（17日目）およびＮｏ．５（27日目）の犬におい

て，それぞれ66.0,79.4％が小腸上'/3部に寄生し，中1/３

部には34.0,20.6％と少なく，下'/3部には見られなかっ

た．猫ではNo.１（96日目)，No.４，No.８（41日目）

において68.3～100％が上'/3部に寄生し，中'/3部には6.0

～22.8％と少なく，下1/3部はNo.１でわずか8.9％がみ

られたのみであった．

Ｍ：月齢

Ｙ：年齢

３．各期虫体の観察

第６表および第７表にみられるように，猫系および狸

系の各期虫体について形態および計測値を比較した．

Ｒ型雌虫では体長，体幅，頭端より陰門および肛門ま

での距離ならびに尾長は猫系く狸系であり，頭端より神

経環および腸管起始部までの距離は逆に狸系く猫系であ

った．Ｒ型雄虫ではすべての計測値は狸系く猫系で，Ｆ

型仔虫について逆にすべての計測値が猫系く狸系であっ

た．寄生期雌虫では頭端より腸管起始部までの距離を除

第５表狸から得られたＳＺｒｏ"gyZoidessp・の供試犬・猫の小腸における雌虫の分布(隻）

供試動物

番号

年齢

接種数

接種後日数

猫犬

８

２Ｙ

3,000

４１

２

３Ｍ

1,000

１７

５

１Ｙ

４，０００

２７

４
Ｍ
Ｎ
⑭

３
３

１
Ｍ
Ｎ
肺

５
４

部
部
部
部
部
部
部
部
部

上
中
下
上
中
下
上
中
下

１
１
１
１
ｌ
ｊ
ｌ
１
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｉｉｌ
ｉｌ
ｌｌ

lllIl
薯ｌ

Ｉｌ

１
１
１

１
１
１

８
４
２
２
６
０
１
０
０

２
３
２
２
１

１
１
１

４
１
０
０
０
０
０
０
０

上’/３部 ６６．０％ 94.0％７９．４％ ６８．３％ 10090

中’/３部 ６．０９<〕３４．０％ ２０．６％ 22.89〈） ０

下’/３部 ０ ０ ０ (）8.9％

計 153 ５ 116３，３６６ 123

（５７）
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寄生期雌虫の形態については，写真３および４に見ら

れるように卵巣の走行状態は両系とも軽度に捻転状を示

した．尾部はいずれも肛門より急激に細まり，先端は鈍

でＳ・AZPiZZosz`ｓｇｒｏｕｐ（Chandlerl925b）の特徴を

示し，両系の間に形態的な差はみられなかった．

考察

１．猫から得たＳＺ７ｏ,zgyZoi`eS

Chandler（1925ａ，ｂ）はCalcuttaの猫において２０

％以上のＳ､sZe7coγαZiｓ（S・た"s）の感染を報告してい

る．Rogers（1939）はMalaysiaにおいて〃/sZ，ルー

,zic"ｓの小腸からＳ､Ｐｍ"ic"ｓ（S、Cat/）を，Price

andDikmans（1941)は北米において猫の大腸にできた

腫瘍からＳ・”，，zaffzcie"ｓを，それぞれ自然感染例とし

て報告している．その他,ErhardtandDenecke（1939）

の報告もみられるが種の決定はなされていない．猫への

写真２狸から得られたＳ，ｓｐ、の寄生期雌虫

いて他はすべて猫系く狸系であった．含仔虫卵は長径は

狸系く猫系，短径は猫系く狸系であった．

第６表猫から得られたＳ〃o"gy/ｏＭｅｓｓｐ・を猫に接種して得られた各世代虫体の計測値(β）

自由生活世代雌虫
（100隻）

自由生活世代雄虫
（50隻）

フィラリア型仔虫

（100隻）
寄生生活世代雌虫

（25隻）
卵

(100コ）

平均
Ｏ／
／(〕 平均 9６ 平均 ％ 平均

O／
/０ 平均

969.05↑
±110.12

48.48↑
±6.37

121.67↑
±8.18

169.39↑
±1２．２４

５２５．９９2753.52↑
±４９．５３ ±２２１．３０

Ｍ４呈i男３２」3筌j91iL55

13M室6};6 1658至糊Ｍ６

１Ｍ８圭;5雷８４M7奎瓢３０２８
３１４．８２

±３３．４０５９．８５

奎雛；６７８２

±47758726理i這69857
４５９．００

９１．３４

８６６垂49;５ ，７５窒鍋Ｌ4３
１２．５７

２．３９
±３．００

５．５４

７７５．７６↑
±８４．４５

５００茎ｩ悪；

1256聖１０３群

1Ｍ８塁?擁

で
径
径

ま
で

で

長
幅
で
部
ま

ま
長
長
長

端
跳
腿
旅
諏
訪
基
刺

経
管
殖
門
門
ロ
原

岼
榊
‐
‐
峠
膨
１
１
昨
庁
１
膳
ト
ー
‐
、
ト
ー
‐
い
い
殖
接
佗
呼
１
１
幅
牌

体
体

頭
端
か
ら
の
距
離

尾
生
交
卵

494.77↑
±５７．９８

８７０．１１↑
±１０７．９４

5１．０６

８９．７９

708.58↑
±８１．７７

１０１１堅il925
97.94↑
士６．３３

４２．９７

±８．９８

６２．２１＊

±４．０３

３１．３５↑
±２．０５

％：体長に対する百分率を示す．

＊：ｔ検定により犬から得たSZ7o"gyJo/c左ｓｐｍ"iccPs

T；〃〃〃

を猫に接種したものより有意的．（p＜0.05)に大きいもの
〃〃小きいもの

（５８）
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第７表狸から得られたＳＺｒｏ"gyZozessp・各世代虫体の計測値（似）

自由生活世代雌虫

（100隻）
自由生活世代雄虫

（42隻）
フィラリア型仔虫

（100隻）
寄生生活世代雌虫

（８隻）
卵

(100コ）

平均％平均％平均 ％ 平均％平均

1000.92↑
±１５７．８９

５２．６１↑
±１０．８０

１２１．２４＊

±７．８１

１６７．６０

±１０．３５

７３８．６４

±60.90

526王49:；

,211空舗

１Ｍ萱0号４

546.56十3018.26Ｔ
±３６．９３±１６０．５２

５１４竺i93ii281奎25H9L48

13ﾕ'里69歪１Ｍ理:3Ｆ↑mo

lM4萱87:44459歪:BQP427ﾕ７
３３４．０５

±２４．３３６１．１２

奎墨:誼↑６３８６

竺159888M7奎脇１９M8
82.79

901甥ｌｌＺ５４≦::夢Ｌ5２
１３．３４

２．４４
±２．６５

５．３９

体長

体幅

神経環まで

腸管起始部まで

生殖原基まで

陰門まで

肛門まで

クロアカまで

長

頭
端
か
ら
の
距
離 翌５９Ｉｌ５Ｌ３５

型?5i7118M5
６７２．１０

±59.53

10,4蝉5
100.51↑
±６．９７

径
径

長
長
長

基
刺

原殖
接
鴫
ト
ー
脂
」

尾
生
交
卵

３９．８３

±４．３９

61.36＊

±３．０２

３３．５１↑
士１．８２

体長に対する百分率を示す．

ｔ検定により犬から得たSZ7og)ﾉIC/‘たＳｐｍ"ic"ｓより有意的（p＜０．０５)に大きいもの
〃〃〃ノノノ]､さいもの

ノ
ｏ
＊
＋
０

０
ノ

る（PriceandDikmans，1941）が,著者らの実験では

S・sZeγcｏｒα/iｓ（S､九J/s）（Chandler，1925)，Ｓ､′Jα"i‐

c"ｓ（Rogers，1939）におけると同様に，大部分（60.9

％，９５．０％）が小腸上1/3部に寄生していた．

第６表に示したように，犬から得たＳ,カル"icepsの

計測値（堀江ら，1980）と比較したところ，各世代の各

計測値についてｔ検定により有意差（p＜0.05）のみら

れたものがあったが，第８表にみられるように,Rogerｓ

(1939）によって報告されたＳ・Ｐｍ"icCPs（８．ｃａｔｉ）の

各世代の体長，体幅，食道長および尾長，また，α，β’

７値について報告された範囲を逸脱したものは極くわず

かで，大部分は堀江ら（1980）の示したＳ・pm7ziceps

の計測値の範囲内にあった．

以上猫への感染性，prepatentperiodおよび寄生期

雌虫の腸管内分布などの生態学的特`性，また，各計測値

人工感染については大平（1918)，Sandground（1925,

1926,1928)，Desportes（1945)，Galliard（1951）な

どの報告がみられ，いずれもＳ,ｓｒｅγcoraZisを用いてい

る．

今回猫から得たＳＺγo"gy/oicJessp､においては，pre‐

patentperiodは８～11日であり，人由来のＳ・sZerco‐

γα/ｉｓの11日（大平，１９１８；Sandground，1925）やＳ・

PJα"ic⑫ｓの10～11日（Rogers，1939）にくらべてやや

短い傾向にあり，堀江ら（1980）の犬から得たＳ､ｐｍ－

７ｚｉｃ"ｓの猫への接種成績に近い値であった．

patentperiodについては人由来のＳ、srercoγαZｉｓ

(大平，１９１８；Sandground，1925）に比べて最短139日，

最長334日以上と長期寄生がみられた．

寄生期雌虫の腸管内分布についてＳ、、'"a/i`zcie"ｓで

は大腸にできた腫瘍の中に寄生していたと述べられてい

（５９）
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写真４犬・猫および狸から得られたＳｚ７ｏ"g‐

ｙＺ'MCS寄生期雌虫の尾部の比較

１：Ｓ・sZe7coγαZ/s(犬）（堀江ら，1967）

２：Ｓ・Ｐｍ"ic⑫ｓ（犬）（堀江ら，1974）

３：Ｓ・ｓｐ． （狸）

４：Ｓｓｐ． （猫）

写真説明

ｌ：尾部の形態は肛門から漸次細まり

を示す．

２，３，４：尾部の形態は肛門から急激

に細まっている．蝋 便中に排出される発育形態は含仔虫卵であり，犬および

猫への接種試験では年齢，性別，体重，接種数に関係な

く感染が成立した．prepatentperiodは犬で７～８日，

猫では８～10日といずれも大差はみられず，前述の猫か

ら得たＳ〃o"gyZoiaesの値に近かった。patentperiod

は長いもので３年７月以上（猫に接種）を示したものが

見られた.寄生期雌虫の小腸内分布についてはＣhandler

（1925）（８．ｓZ”coMis)，Rogers（1939）（８．のZα"i‐

c⑫s）らの報告におけると同様に２例の犬では66.0,

79.4％’３例の猫では68.3～100％と大部分が小腸上'/３

部に寄生が見らられた．

Ｓ・どγScﾉiomiPopova，1938の寄生期雌虫は，体長5.5

～7.5ｍｍ，体幅75～100β，食道長937～1,168Ju，尾長８８

～154浜で，Ｓ・ｐｍ'zicepsより大きく，尾部の形態は肛

門より漸次細くなり，先端は鋭くてＳ・sreγＣＯγαZisgro‐

uｐ（Chandler，１９２５ｂ）に入るものと思われる．８．

ｶｍ"ic"sを犬に接種して得た各世代の計測値（堀江ら，

1974）と狸から得たそれぞれの対応する値を比較した結

果，有意差（p＜0.05）の見られたものも少数はあった

（第７表）が，第８表に示したRogers（1939）のＳ・

少血"ic“ｓの値および上述の猫から得た値と比較してみ

ると，各世代の体長，体幅，食道長，尾長およびα,β，

γの値とも大部分はこれらの値の範囲内に入り，逸脱し

たものは極くわずかであった．また，寄生期雌虫の形態

学的特徴である卵巣の走行状態は写真３に示すように，

８．ｓ/”c０，Ｍｓは直線的であるのに対し，狸系は猫系に

写真３犬・猫および狸から得られたＳ〃o"g‐

ｙＺｏＭ?ｓ寄生期雌虫の卵巣の比較

１：Ｓ・Sre7ComZiS（犬）（堀江ら，1967）

２：８.ｐｍ"icGps（犬）（堀江ら，1974）

３：８．ｓｐ・ （狸）

４：Ｓ，ｓｐ． （猫）

写真説明

１：卵巣の走行状態は直線的である．

２，３，４：卵巣の走行状態は軽度に捻

転している．

もRogersの示した範囲内にあり，さらに堀江ら(1980）

の示した７種類の寄生期雌虫と形態学的・生態学的に比

較した結果，Ｓ・Ｐｍ"icePsRogers，1943と同定した．

２．狸から得たＳｒｒｏ"gyJoiaeS

狸のＳｔｒｏ,JgyZo/cJesについてはソ連において，Popo‐

vａ（1938）がＭﾉcZeγα(ｒｅｓＰγoQyo,zo/ａｅｓｚ`SSM'一/e,,s/ｓ

から見出し，Ｓ・ビアSc/iozUiと命名している．

一色ら（1955）は移動式動物園の動物の糞便検査にお

いて，狸からＳ〃ol1gyZo/`ｅｓｓｐ・を見出し，また，近年

有菌ら（1977）は京都府下で捕獲された狸からＳ、ｓｐ、

を検出しているが，いずれも種の決定はされていない．

今回狸から得たSzro"gMo〃ｅｓｓｐ､を検討した結果，糞

（６０）
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第８表ＳＺ７ｏ"gyZoicJesPZα"ic"sRogers，１９４３と猫・狸から得られたＳ〃o"gyJoMessp・の比較

種名 体長体幅食道長尾長世代 β ７ａ

ｌ
Ｌ
Ｕ
１

０．８５－

１．４８ｍｍ

(1.04）

９６９．０５

士１１０．１２

4５．２－

６７．３

118.1-

192.2

7０．８－

１３７．０
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｌ
５
’
４
’
５
’
２
｜
＊
０
’
６
’
６
’
２
ｌ
７

ｊ
ｊ

３
０
８
矛
４
０
ｚ
１
０
８
０
．
３
０
．
７
５
．
０
２
．
８
９
．
９
３
．
８
５
．
９
４
．
６
９
．

・
・
０
・
・
０
・
・
９
・
・
９
・
・
８
・
・
９
・
・
９
・
・
７
・
・
５
・
・
９
・
・
４
・
・
７

８
２
２
９
０
２
８
０
１
７
４
１
７
０
１
８
０
１
５
６
３
４
９
４
４
６
３
１
９
６
３
４
６
７
７
６

１
２
く
１
２
く
１
２
１
１
２
く
１
２
く
１
２
く
３
４
く
４
４
く
３
３
く
６
７
く
６
６
く
６
６
く

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

０
一
５

８
０
．
’
３
９
’
８
，
’
０
．
０
４
．
０

’
３
＊
１

．
．
１
４
．
．
０
．
０
５
．
１
・
・
１
・

０
２
１
・
０
９
・
０
１
・
２
１
１
２
１
１

１
１
く
９
１
く
９
１
く
９
１
く
１
１
く
１

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ

ｌ
４
｜
＊
７
｜
＊
０
－
１
’
２

２
７
・
５
９
．
４
５
・
３
６
・
０
３
・
４

・
・
７
・
・
５
・
・
６
・
・
６
・
・
５
・

７
７
く
５
５
く
５
６
く
５
６
く
５
５
く
５

S・カル"iceps

４８．４８

±６．３７

１６９．３９

±１２．２４

９７．９４

±６．３３S、ｓｐ．（c）
Ｒ型雌虫

１００．５１

±６．９７

1000.92５２．６１

±１５７．８９±1０．８０

１６７．６０

±１０．３５S・ｓｐ．（r）

60-

75

０．５７－

０．９ｍｍ

(0.74）

７７５．７６

±８４．４５

3２．０－

３７．５

107.5-

136.4S・の〃"iceps

149.56＊

±１２．１８

６７．１９

±１１．２５

４２．１７

±７．６９Ｓｓｐ．（c）
Ｒ型雄虫

７３８．６４

±６０．９０

１３６．２４

±1０．７４

６６．５５

±５．３５

３７．９５

±４．９０(r）Ｓ，ｓｐ

ｊ
ｊ

ｊ

ｊ
’
８
’
０
’
９

１
１

’
３
’
８
’
０
３
５
・
１
８
・
８
２
・

０
７
．
７
０
．
９
１
・
・
・
３
・
・
０
・
・
５

・
・
８
・
・
７
・
・
８
１
７
７
９
０
７
４
７
６

８
８
く
７
８
く
７
８
く
６
８
く
６
７
１
６
６
く

２．１－

２．５

(2.2）

２．３

5６．３－

８３．８

０．４９－

０．６７ｍｍ

(0.57）

５２５．９９

±４９．５３

14-

14.5

233.3-

268.0Ｓｐｍ"ic"ｓ

11.19＊

±１．６５

２２８．６６

±２５．２８

６７．０９

±４．８５(c）Ｓ・ｓｐ
Ｆ型仔虫

２．２－

２．３

(2.2）

３．７５－

４．１５

(3.98）

３．３＊

１５．３７

±１．３４

２４３．７０

±１８．６４

６８．５４

±３．９２

５４６．５６

±３６．９３
(r）８．ｓｐ

632.0-

802.4

3８．１－

３８．７

２．３７－

３．３３ｍｍ

(2.8）

2753.52

±２２１．３０

3８．３－

４１．９Ｓ・ｐＺα"iceps

８３３．８７

±５６．９９

３９．３４

±２．６７

４２．９０

士３．３０(c）８．ｓｐ
寄生期雌虫

３．６－

３．８

(3.7）

3018.26４４．５５＊

士１６０．５２士２．４９

８２０．０５

±６８．７４

45.78＊

±３．２７(r）８．ｓｐ

８．ＰＺａｍｃＣＰｓ：Rogers，１９３９による

Ｓｓｐ．（c）：接種猫から得られたＳかo"gyJoiaどｓｓｐ．

S、ｓｐ．（r）：狸から得られたＳＺγo"gyJoMeSsp．

＊：Ｓ・Ｐｍ"icePsRogers，1939の計測値の範囲を逸脱したもの

のは猫に，狸からのものは犬および猫に感染試験を行な

い，それぞれ生態学的・形態学的に比較した結果次のよ

うな所見を得た．

Ｌ猫から猫へ，狸から犬および猫への感染試験で

は，いずれも年齢，性別，体重，接種数に関係なく感染

は成立した．

２．糞便内へ排出される発育形態は猫系および浬系と

も含仔虫卵であった．prepatentperiodは８～11日(猫

系→猫)，７～８日（狸系一犬)，８～10日（狸系→猫）

であり，patentperiodは139～334日（猫系→猫)，２６

日～１年以上（狸系→犬)，345日～３年７月以上（狸系

みられたと同様に軽度の捻転状態を示した．尾部の形態

は，写真４に示すようにＳ・SZeγCoMiSでは肛門から漸

次細まりを示しているのに反し，猫系同様急激な細まり

を示し，尾端部はいずれも鈍であった糞便内へ排出さ

れる発育形態はＳ､SZeγCOγα"ＳではＲ型仔虫であるが，

猫系同様に含仔虫卵であった．以上のように生態学的・

形態学的に上記の猫から得た虫体に極めて近似し，ｓ・

Ｐｍ"icePsRogers，1943と同定した．

結論

猫および狸から得たＳｔ７ｏ"gyZo/cJessp・を猫からのも

（６１）
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→猫）であった．

３．寄生期雌虫の小腸内分布は，両系ともほぼ小腸上

'/3部および中'/3部に限定され，下'/3部の寄生は極くわず

かであった．

４．寄生期雌虫の卵巣の走行状態は軽度の捻転がみら

れ，尾部は急激に細まり，尾端は鈍であった．

５冬期虫体の各部位の測定値ならびに“(鰭）
β:(蕊),:(震)はともに大部分がⅧＭ…・
少sRogers，1943の値の範囲内にあった．

以上の所見から今回猫および狸から得たSZ7wzgyZoi‐

ａｅｓ属線虫を共にＳｒγo"gyZoMespm"ic妙sRogers，

1943と同定した．また，現在まで報告のなかった狸を本

虫の自然宿主として加える．

１）犬とマウスへの感染試験．寄生虫誌，２３，１－

７．

８）堀江牧夫・野田亮二・野田周作・大西堂文(1980)：

犬から得られたＳｒ７ｏ"gyZoicZesの－種について，

２）猫への感染試験．寄生虫誌，２９，４５－５４．

９）一色於菟四郎・野田亮二・富岡長吉（1955）：動

物園に於ける哺乳動物の蠕虫感染状況．寄生虫

誌，４，２１．

１０）大平得三（1918犯人類ノストロンギロイデスハ
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j Abstract !

STUDIES ON STRONGYLOIDES SP. ISOLATED FROM A CAT AND RACCOON DOG

Makio HORIE, Syusaku NODA, Ryoji NODA

{Department of Veterinary Medicine, College of Agricucture,

University of Osaka Prefecture)

AND

Junsuke HIGASHINO

{First Department of Anatomy, Nara Medical U?iversity)

Embryonated eggs presumably belonging to the genus Strongyloides were found from

the feces of a cat and a raccoon dog which were caught in Nara and Osaka Prefecture,

respectively. Rhabditiform larvae, males, femals, and filariform larvae found in cultures of

feces both hosts suggested the infections with Strongyloides. The raccoon dog became debi

litated and was necropsied. Eleven adult females of Strongyloides sp. were detected from

its small intestine.

Filariform larvae derived from the cat were inoculated subcutaneously to 12 cats, and

those from the raccoon dog to 8 dogs and 10 cats. Both strains established infections in these

animals regardless of their ages, sexes, body weights or inoculum doses.

The prepatent period ranged from 8 to 11 days in cats inoculated with the cat strain,

and from 7 to 8 days in dogs and from 8 to 10 days in cats both inoculated with the raccoon

dog strain. The patent period ranged from 139 to over 334 days in cats inoculated with the

former strain, and from 26 days to over one year in dogs, and from 345 days to over 3 years

and 7 month in cats, respectivery, inoculated with the latter strain.

Postmortem examinations were performed on 2 cats infected with the cat strain, and

on 2 dogs and 3 cats both infected with the raccoon dog strain. In both strains the majority

of parasitic female were detected from the upper part of small intestine.

Almost all measurements of various parts of the worms in each stage were found to

be equal between the two strains, and also in the range of those of Strongyodes planiceps

Rogers, 1943.

In parasitic females of both strains the tails abruptly narrowed towards blunt ends and

the ovaries ran in loosely coiled forms around the intestine.

From those findings, both strains were identified as Strongyloides planiceps, and the

raccoon dog was added as a new host for this species.
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